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現在、我々はユーザの経験に基づいて個人コンテンツを管理するシステムとして経験ウェブ (X-Web)
を開発している．X-Webでは、利用者の経験をモデル化することにより、様々な種類の個人コンテン
ツを統合化し、コンテクストに基づいた多様な検索と推薦を実現する。個人コンテンツは、個人の活
動を表現したり、個人の活動に取り込まれるものである。同一の活動に参加した利用者間でコンテン
ツを共有することにより、個人コンテンツを効果的に活用できる。本論文では、X-Webにおいて他人
の個人コンテンツを利用した効果的な検索について考察する。また、個人コンテンツはプライバシー
情報であり協調的活用のためには高度なアクセス管理が必要とされるため、個人コンテンツのアクセ
ス管理についても考察する。

Collaborative Usage of Personal Contents on an Experience-Web

TAKETOSHI USHIAMA† and TOYOHIDE WATANABE††

Recently, we are working on X-Web, which is a system for managing personal contents based on experi-
ences of a user. X-Web provide a facility to integrate various types of personal content in a unified manner,
and enable a user to search and to recommend based on context. A Personal content represent an activity of
a user and is took in an activity of a user. Personal contents are used more efficiently if they are shared in
the users who attended the same activity. In this paper, we discuss the search that using personal contents of
other users. Also, personal contents require access right management because personal contents are privacy
information. So we discuss access right management of personal contents on X-Web.

1. は じ め に

近年、個人情報管理 (PIM: Personal Information Man-

agement)が注目され、活発に研究されている1)∼6)。PIM

では、個人が生活する中で現れる多種多様かつ大量の

情報を統一的な枠組みで効率的に管理して活用でき

るようにすることを目的としている。Jonesらは PIM

において以下の３種類の処理が重要であると述べてい

る7)。

( 1 ) Keeping

( 2 ) Finding

( 3 ) Maintaing

Keepingは個人情報を獲得し、保存できる形式に変換

して蓄積する事である。Findingは蓄積された情報か

ら必要な情報を発見するための機能である。Maintaing

は蓄積されている情報から不必要なものを削除したり、

重複する情報を整理したり、整理したりするための機

能である。
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代表的な findingの方法に検索とブラウジングがあ

る。検索では、利用者は必要な情報要求をクエリとし

て表現する。システムは与えられたクエリに基づいて

情報を絞り込み、利用者の検索要求に対する適合度を

与える。

PIMで管理する情報としては様々なものが考えられ

る。たとえば、知人の住所、電話番号、電子メールア

ドレスは PIM の管理対象である。本研究ではパーソ

ナルコンテンツを対象とする。

現在、一般に普及した PIM 検索のためのツールと

してデスクトップサーチがある。デスクトップサーチ

は、利用者が与えたキーワードに基づいて個人のパー

ソナルコンピュータ上に蓄積されたファイルを高速に

検索する。現在、様々なデスクトップサーチ用のソフ

トウェアが公開されてている。現在普及しているデス

クトップサーチ用のソフトウェアは基本的に、テキス

トファイルに対する全文検索技術とあらかじめ記述さ

れたメタデータ検索技術を利用している。このため、

テキスト以外の形式であらかじめメタデータが付与さ

れていないファイルを検索することが困難である。

パーソナルコンテンツの代表例に写真がある。写真

をキーワードで検索する場合いくつかの方法が考えら
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れる。写真を画像処理で検索することは難しい。写真

にアノテーションを付加する方法もある。しかし、利

用者が自分が撮影したすべての写真に対してアノテー

ションを付加することは現実的ではない。もう一つの

やり方は、写真に GPSデータを対応付けるものであ

る8),9)。撮影場所の地理的な名称を利用して検索する。

地理情報に基づいて検索したい場合には有効である。

しかし、GPSにより撮影場所がわかったとしても利用

者の要求に応えられないことがあるな場合がある。例

として、職場や自宅といった場所で撮影した写真を検

索することを考える。ユーザが職場や自宅に滞在する

時間は長く。撮影場所ではほとんど検索対象を絞り込

むことができない。

我々は、経験を中心にした個人情報管理 (PIM)を実

現する枠組みとしてX-Web(Experience-Web)を開発し

ている10)。

現在利用されている多くの個人情報管理システムは

基本的に自分のファイルを検索することを前提として

いる。情報の共有を考えているシステムもあるが、明

示的にアクセス管理をするものが多い。他のユーザが

管理する情報を安全かつ効率的にアクセスするために

必要な十分な機能を有していない。

本論文では、X-Webを利用して他者のコンテンツを

利用できるようにする枠組みについて考察する。

2. X-Web

X-Web は個人の経験に基づいて個人コンテンツを

管理する枠組みである。本節では X-Webのデータモ

デルの概要を述べる。

2.1 コンテンツの種類と経験の関係

個人コンテンツは個人が作成したコンテンツと、無

償または有償で個人が取得したコンテンツに大別でき

る。個人が作成したコンテンツをプライベートコンテ

ンツと呼ぶ。プライベートコンテンツの代表例には、

デジタルカメラで撮影した写真、送受信した電子メー

ルなどがある。個人が有償または無償で取得したコン

テンツをパブリックコンテンツと呼ぶ。パブリックコ

ンテンツの例として、聴取した楽曲、視聴した TV番

組、映画などがある。

プライベートコンテンツは、個人の活動の一部分を

切り取ったものである。いわば、プライベートコンテ

ンツは経験を外化したものである。一方、パブリック

コンテンツは個人が聴取したり視聴したりすることに

よって、内容が個人の経験となる。いわば、パブリッ

クコンテンツは経験として内化されるものである。

個人コンテンツは、個人の経験に対して、外化また

図 1 能動型経験と受動型経験の概念図

図 2 X-Web のスキーマの例

は内化する対象として関係づけることができる。図 1

に能動型型経験と受動型経験の概念図を示す。

X-Web はこのような能動型経験と受動型経験をモ

デル化し蓄積することにより、様々な種類の個人コン

テンツを意味づけ、統一的に組織化し高次の活用を実

現する。

2.2 X-Webのデータ構造

2.2.1 ユニットとコンテナ

X-Webにおいて管理対象とするのは、個人コンテン

ツ、経験、主体である。これらをユニットと呼ぶ。個

人コンテンツユニットは、本システムで管理対象とな

る、写真や楽曲などを表す。主体はユーザを表す。経

験ユニットは個人コンテンツと主体の関連として表現

される。すべてのユニットは識別子を持ち一意に区別

される。

コンテナはユニットの集合を表現するモデル化要素

である。コンテナは名前を持ち、名前によって参照さ

れる。

経験ウェブではデータ構造のスキーマはグラフとし

て表現できる。図 2はスキーマの例を示す。図中の矩

形はコンテナを表す。すべてのユニットは「コンテン

ツ」「経験」「主体」のいずれかのコンテナに所属する。

2.2.2 ランキング関数とクエリパス

ランキング関数はユニット間の重み付きの関連であ
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図 3 ランキンググラフの例

図 4 クエリパスの例

る。2個のコンテナに属するユニット間の関連の強さ

を表現する。ランキング関数は、蓄積された経験やコ

ンテンツの特徴に基づいて導出される。図 2における

三角形はランキング関数を表す。

ランキング関数は、コンテナ内のユニットを意味的

に結びつける働きを持つ。コンテナをノードとし、ラ

ンキング関数をエッジとするようなグラフを考える。

たとえば図 2に示したスキーマに対しては、図 3のよ

うなグラフを考えることができる。このようなグラフ

をランキンググラフと呼ぶ。

X-Web のクエリはランキンググラフ上のパスを利

用して表現する。図 4は図 3上のクエリパスの例を表

している。クエリパスの先頭ノードは、利用者がクエ

リの対象とするコンテナである。コンテナはユニット

のグループを表す概念である。末端ノードは利用者の

検索要求が含まれているコンテナである。

クエリパスを用いて検索を行うために、利用者は先

頭コンテナに対して初期の重みを与える。与えられた

重みを伝搬させて末端コンテナ Un に属するコンテン

ツそれぞれに対して重みを決定する。最終的な un
j の

重みを wn
j と表記する。wn

j の計算には以下の式を用

いる。

wn
l =

∑

i

∑

j

· · ·
∑

k

w0
i w1

ij · · ·wn−1
kl (1)

最終的な重みが適合度を表しており、重みが大きいほ

ど利用者の要求に対する適合度が高いと考える。図 5

に上記のモデルの概念図を示す。円がユニットを表し、

波線の角が丸い四角形がコンテナを表す。

3. 個人コンテンツの協調的活用

ある人物が管理する個人コンテンツが、他者にとっ

ても意味があり、アクセスしたいという要求がある場

図 5 重みの伝搬

B

B

BAA

A

A

図 6 経験に基づくコンテンツ共有の例

合がある。

たとえば、図 6に示すように、ユーザ Aとユーザ B

が同一の学会に参加し、記録の写真を撮影した場合を

考える。ユーザ A は報告のために学会発表を撮影し

た写真が必要となったとき、個人コンテンツ管理シス

テムに対して「学会発表を記録したコンテンツを検索

せよ」というクエリを実行するとする。このとき、検

索対象にユーザ Aが撮影した写真だけではなく、ユー

ザ Bが撮影した写真が含まれていれば、利用者 Aが

撮影できなかった場面を記録した写真を使用できるか

もしれない。

本論文では、他社の個人コンテンツを利用すること

を協調的活用と呼ぶ。本節では、X-Webにおいて個人

コンテンツの協調的活用を実現するための基本的な考

え方について考える。

3.1 個人コンテンツの共有と活動のすりあわせ

活動のすりあわせとは、同一の活動に参加した複数

の人物の個人コンテンツを必要に応じて相互に参照

可能とすることである。たとえば、同一の授業に参加

した学生は同一の活動に参加していると考えることが

できる。学生の授業ノートは、学生の経験を記録した

ものであると考えられる。学生は試験勉強中に自身の

ノートを見るが、解らないところが出てくる。同じ授

業に参加した友人のノートを見せてもらうことにより、
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図 7 すりあわせの例

自分のノートの不十分な点を補うことができる。活動

のすりあわせによって個人コンテンツが、グループコ

ンテンツとして有効的に活用できるようになる。

活動のすりあわせによる写真の共有の例を図 7に示

す。図の上部は、人物 Aと人物 Bそれぞれの個人の

活動を表す時間区間に対して、そこで本人が撮影した

写真が対応づけられていることを示している。人物 A

と人物 Bが同一の活動に参加していたことがわかり、

2者の活動をすりあわせた結果が図の下部に示されて

いる。

3.2 活動の索引付けとすりあわせの種類

X-Web では利用者のクエリはクエリパスとして表

現する。先頭コンテナから末端コンテナへの経路は末

端コンテナの要素に対する索引としてとらえることが

できる。このように考えたとき、X-Webは利用者の要

求に応じて様々な間接的な索引を利用して個人コンテ

ンツのアクセスを行うシステムと言うことができる。

これまで、コンテナ間のランキング関数は同一ユー

ザ内のコンテナを対応づけるものに限定して考えてき

ていた。しかし、異なる利用者が管理するコンテナ間

にも対応関係を考えることができる。他者の個人コン

テンツやランキング関数を利用したクエリパスを想定

することによって活動のすりあわせを実現できる。

索引と検索対象コンテンツの組み合わせパターンと

して図 8に示す 4種類を考えることができる。4種類

の特徴は以下の通りである。

【自己索引–自己コンテンツ】 自己の索引を利用して

自己のコンテンツにアクセスする。これは、同一

人物のシステム内で閉じており、他者との協調的

な活用は行っていない。

【自己索引–他者コンテンツ】 自己の索引を利用して

他者のコンテンツにアクセする。他者と活動を共

図 8 索引と検索対象コンテンツの組み合わせのパターン

有し、自己と同じ目的でコンテンツを記録した場

合に有効なパターンである。

【他者索引–自己コンテンツ】 他者の索引を利用して

自己のコンテンツをアクセする。自己の活動の特

徴を十分に獲得できない場合に有功である。

【他者索引–他者コンテンツ】 他者の索引を利用して

他者のコンテンツをアクセスする。単に、他者の

検索システムを利用するだけであり、協調的な活

用ではない。

上記の 4種類のすりあわせパターンのうち他者の個

人コンテンツを利用することにより、検索対象が増大

する。自信が保有していないコンテンツを利用したい

という要求に対応する。

他者の個人コンテンツを利用する場合と他者の索引

を利用する場合に分けられる。他者の個人コンテンツ

を利用する場合の利点は、検索対象が増大することに

ある。これにより、ユーザ自信が保有していないコン

テンツを利用したいという要求に対応できる。一方、

他者の索引を利用することにより、索引の精度の向上

が期待できる。X-Web では個人の経験を様々な形式

のデータで特徴づけることができる。この特徴付けに

は不確実性が含まれる。基準となるデータが増大すれ

ば、特徴付けの精度の向上が期待できるため、他人の

索引を利用することで検索の精度向上が期待できる。

3.3 協調的活用のためのクエリ表現

協調的活用のクエリ行う場合、自分と活動を共有し

ていない人物の索引や個人コンテンツを利用しては、

希望する結果は得られない。他人の索引や個人コンテ

ンツを利用して検索する際は、利用対象となる人物を

クエリ内で明示的に指定する。

協調的活用のクエリは具体的には、キーワードとす

りあわせ条件から構成される。すりあわせ条件は、誰

の索引を利用するか、および誰の個人コンテンツを検

索対象とするかということを指定する。

協調的な活用を行うためのクエリを指定する際に、
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すりあわせの対象となる利用者を明示的に指定するこ

とは利用者にとって大きな負担となる。個人コンテン

ツの中のプライベートコンテンツは利用者の経験を記

録している。何らかの形で同一の活動を行ったと判断

できることがコンテンツのすりあわせが成功する必要

条件である。もし、利用者が蓄積しているプライベー

トコンテンツの情報を利用して個人の活動の同一性を

導出することができれば、利用者が与えたクエリに基

づいて自動的に、関係する他者の活動とのすりあわせ

条件の指定を支援することが期待できる。

図 4に示したクエリパスでは、利用者が送受信した

電子メールに含まれる時間概念に基づいて写真を検索

する。これは、電子メールに含まれる時間概念に基づ

いて、個人の活動を表す時間区間をキーワードで索引

付けするものである。ここでは、メールの本文のみを

利用したが、電子メールの送信者と受信者に関する情

報は利用者の人間関係を表す重要な情報となる。電子

メールに含まれる時間概念に基づいて時間区間をキー

ワードで重みづけたやり方と同じ考え方を利用すれば、

電子メールの送信者と受信者の情報にもとづいて、人

物をキーワードで重みづけることができる。この重み

付けは、キーワードに対する他者の関連性を示してい

るために、すりあわせが可能となる可能性の程度とし

て利用できる可能性がある。

4. アクセス制御

本システムの利用者はコンテンツと索引の提供者お

よび被提供者という２種類の役割を持つ。この役割は

固定的なものではない。状況に応じて動的に決定する。

個人コンテンツの協調的な活用を行う場合には、利用

者が望まない他者からのアクセスを排除したいという

要求があるため、アクセス制御が非常に重要な問題で

ある。

前節で個人の活動のうち、複数の同一の活動に参加

したという事実は個人コンテンツのすりあわせに重要

であると述べた。同じ活動に参加しているのであれば、

その活動を記録した対象を隠蔽する必要は無い事があ

る。同一の活動に参加しているという事実はコンテン

ツの共有の基準として重要である。

アクセス権の指定方法として、もっとも基本的なも

のは、対象となる個人コンテンツ自体に直接アクセス

権を指定する方法である。この方法は利用者に対して

多くの手間を要求する。

個々のマルチメディアコンテンツに個別にアクセス

権を設定するのは利用者に多大な負担を強いる。これ

は、個々のマルチメディアコンテンツにアノテーショ

ンを付加するのが現実的でないことと同様である。

経験ウェブでは経験に基づいてコンテンツを組織化

する。経験は時間区間に対応づけることが可能である。

この性質を利用して、ここのコンテンツではなく、時

間区間に対してアクセス件を指定することが考えられ

る。時間区間は階層性を持ち、利用者の活動の抽象度

や詳細度をふまえて柔軟にアクセス権を指定可能であ

る。また、前節で述べた、電子メールなどの個人コン

テンツに基づいて導出された活動の類似性に基づいて、

基礎的なアクセス権を指定することも考えられる。

5. お わ り に

本論文では、個人コンテンツを対象とした PIM 環

境である X-Webにおける個人コンテンツの協調的活

用に関して考察した。今後、本論文で示した考察に基

づいて実データに基づく予備実験を行い、X-Webにお

ける協調的活用のための枠組みを明確化していく。
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